
令和5年度北海道・東北体育・保健体育ネットワーク研究会

岩手わんこそばラウンド報告書

令和6年2月3日（土） 岩手大学 ※ハイブリット対応
参加者20名（山形、東京、神奈川、大分、鹿児島、岩手）
学生、小中高大の教員及び指導主事が校種や立場を超えて、体育授業研究事例の発表と

『「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた指導の実際』について語り合い、
有意義なラウンドにすることができました。

１

２

実践発表「学習指導要領の趣旨を踏まえた体育授業研究事例」

12杯目！

ワーク『「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた指導の実際』

『「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実
に向けた指導の実際』について5グループに分かれ，
各グループで領域や学年，そして内容について決定
し話し合いました。

ICT機器を活用することで，個と集団を結び付け
ながら学習を進めることが容易となり，学びの目
標・ねらいを達成することができると考えます。
様々な校種の先生方が入り混じり活発な話し合い

が行わました。（右はその際のワークシートで
す。）

発表②「小学校体育の授業力を向上させる学習会の在り方について－岩手・県北体育学習会－

【実践】一戸町立一戸小学校 村田雄大 先生 岩手大学教職大学院 志和孝洋 さん

現在，岩手には10地区で体育学習会が定期的に開催されており，全国的にみても体育・保健体育に関わる授業交
流が盛んな県であると思います。

できるだけ垣根を低くしてたくさんの先生方が参加できるような工夫や，学習会通信や動画配信を行って，会の
内容を広く伝える工夫をなされていることが分かりました。また後継者を育てたり，様々な年齢層の方々に参加して
もらえるような内容にしたりするなど，会の活性化も行われています。

①教材紹介・体験 ②教師の発問交流
③実践時の児童の様子の交流 ④教材開発的な活動

発表①「できる喜びを実感し、主体的に運動に親しむ子どもが育つ授業」
―運動と多様にかかわる時間において、試したり支え合ったりする学習活動を通して―－

【実践校】 盛岡市立仁王小学校 研究主任 三浦正弘 先生
自分(たち)の願いや思いを明らかにして,運動に取り組んだり互いの動きを見合ったりするなど,体育の見方・考え

方を働かせて,運動と多様にかかわる学習活動を保障しながら,よい動きへと高まっていく学習活動を設定していく実
践例です。

〇運動と多様にかかわる時間の中で,子どもたちは自分に必要な運動を選びながら,主体的に運動にかかわる姿が見ら
れた。(個別最適な学び) 〇子どもに預ける時間(運動と多様にかかわる時間)を意図的に設定したことで,協働的な学
びを生み出すことができた。▲もっとかかわりの生まれる協働的な学びとなるための手立てが必要である，という発
表でした。

全校研究の手立て ①子どもの「学びの文脈」をデザインするについて
全校研究の手立て ②よりよく学ぶ3つの視点「つなぐ」「えらぶ」「つかう」を駆使するについて


